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長さ 563m，幅 124m の巨大な温室のような建物であった。実際，この水晶宮を設計した J. 
パクストンは庭師の出身で，温室からこの建物の着想を得たという 21。従来の石と煉瓦に








































ピョートル大帝とともに西欧文明の導入に貢献したМ . В . ロマノーソフについても肯



































































































































































































論争が展開される 63。この時にスラヴ派を代表して論陣を張るのは Ю. Ф. サマーリンで
あるが，このテーマについては稿を改めて論じることにしたい。
また，水晶宮に関しては，それが常設の展示場として 1856 年にシンドナムに移設され
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